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冬作の麦については全面全層播による機械化省力多収栽

培法が確立されているが,夏作の大豆の機械化については

不十分な面が多い。文,最近冬作の麦は休閑とする地帯が

多く大豆一作の連作となっている。従つて有機物の施用も

少なく地力低下が大きく,更 に連作障害も多発の傾向とな

り収量は停滞 している。

本県の畑作振興を考える場合,地力増強とその維持並び

に土地利用の面から麦―大豆の作付体系を根幹とすべきで

ある。

麦全面全層播あとの大豆全面全層播栽培試験を昭和50年

から実施 しているが,現状の技術段階でも相当程度収量向

上の可能性があり,更 に大中に省力化できることが明らか

6 試験結果並びに老察

発芽 : ロータリー耕により砕+華地後.肥料 (大豆化

成 )と 種子をほ場全面に播いた後 3～ 5mを 目標に,― タ

リー耕を行い覆土としたが,種子の露出はほとんど認めら

れなかつた。その結果, 6月 播種の発芽は全般に良好で,

各品種の各区とも発芽率はほぼ90%以上となった。又, 7

月播種はミヤギシロメが80%と やや低下したほかの品種は

'0%以
上となり斉一で良好であつた。

生育 : 除草剤土壌処理による薬害が発生 した。すなわ

表 1供 試 条 件

6月 22日 播, 7月 4日 播の条件で下記により試験する。

となつた。今回は昭和52年 に実施した播種期と播種量につ

いて,その結果を報告する。

2試 験 方 法

耕種概要 :

施1巴量 (α 当り,成分量.″ )  N-025, P205
-075,K20~10

除草体系 :

播種直後土壌処理  MCC水和剤 100,

生育期雑草処理 (イ ネ科雑草,3～ 6葉時 ),  NP
-48 Na水溶剤 10′

害虫防除 :

タネ́t(ビニフェート粉剤),アプラムシ,カ メムシ額 , マメシンクイ

ムン,マメヒメ■片ムシ(マラツシ粉 剤,′イジノト粉剤)あ布回数4回

ち,一部初葉がやや黄化し奇形葉も発生 したが,本葉展開

後はその影響はみられなかつた。叉,生育期処理による薬

害はなく,生育は極めて順調で旺盛であった。

各調査時期ともにほぼ同様な生育経過 となった。すなわ

ち, 3品種の 2播種期とも播種量の多い程茎長長く,やや

茎剰1で ,分校数も少なかったが播種期による諸形質の差は

小さかつた。成熟期では 6月 播種の茎長がやや長い1ま かは

分枝数,節数,茎の大きなどはほとんど変りなかった。

葉面積 : 3品種ともほぼ同様な傾向を示 した。 6月 播

種, 7月 播種ともに8月 中旬では然種量の多い程大きいが
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注 標準区の播種量は 1株 1粒播 とした場合の重量を示す。
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9月 中旬では 6月 添種は逆に播種量の多いほど少ない傾向

となつた。 しかし7月 播種は ,月 中旬においても腫 量の

多い程大きい傾向がみられた。

全層播と晩播標準栽培を比較すると3品種 とも全層然の

各区とも極めて大きく推移 した。

倒伏 : ミャギシロメの各区はやや多かつた。タテスズ

ナリ,コ ケシジロは一部ややなびいた区もみられたが全般

に極めて少なく,最下着奏位置も各品種2嚇程度とな り,

倒伏の多かったミヤギシロメを除けばいずれも く́ィングー

によるス1取 りが可能であった。

収量 : 図1に示 したようにコケッジロは 6月 播種, 7

月播種ともに7当 り株数30株程度で多収を示 しており,か
つ晩播標準裁培に比較していずれも多収を示 した。
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タチスズナリは百粒重の低下が大きく影響し低収 となつ

たが株数による収量差はなく,播種期を早めることにより

収量増加の傾向がみられ晩播標準栽培との収量差も認めら

れなかった。

なお, ミャギンロメは生育後半,Fll伏や立枯性病害によ

る欠株が多く生育が乱れたので考察を省略する。

百粒重並びに品質 : コケシンロの百粒重は図 1に 示 し

たように晩播標準栽培に比較しほとんど変りがなく,かつ

播種期による変動が少なく品質も良好であった。

タチ不ズナツはその変動が大きい。すなわち6月 播種に

比較 し7月 播種の百粒重の低下が大きく晩播標準栽培に比

較しても著しく低下した。更に粒揃悪く品質も不良であっ

た。

4 ま め

0

本試験では収量目標のα当り30的には達しなかったがコ

ケシジロは 6月 播種並びに7月 播種ともにデ当り30株程度

においてα当り29的 の収量とな路 種期による収量,品質

の差はなかった。従ってコケシンロは全面全層播栽培適応

性が大きく,最適株数はオ当り30株程度と考える。

タテスズナリは普通栽培における密植適応性は大きいが,

晩播適応性は小さく全面全層播栽培ではいずれもα当り収

量20″以下となつた。又, ミャギシロメは働伏多く更に立

枯性病害も多いので,と もにこの栽培法には適応性が小さ

ν`。

播種期についてはかなり広く従来の晩舞 耕種法に準

してよいと考える。
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( )内無字は百粒重
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株立本数と収量の関係
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